- 現場福音化メッセージ -
１５ イエス･キリストの公生涯－教え
イエス様は神様のみこころ、計画、力、愛を証明するために来られた。
その関心は、神様の関心そのものであり、その歩みは、神様のご計画そのものである。
そのイエス･キリストは公生涯でいくつかのことを教えられた。
１．救い
　(1)ヨハネ3:1～8　　　ユダヤ教の熱心や形式、律法を守ることによって救われるのではなく、聖霊によって新しく生まれなければならない
　(2)ヨハネ10:10,11　 　イエス様が来られた目的：いのちを与え、さらに豊かにするため
　(3)ヨハネ11:25,26　　よみがえりであり、いのちであるイエス･キリストを信じることによって、永遠のいのちを味わうようになる
２．福音化の方法
　(1)ヨハネ13:1～15　　しもべの姿勢をもって仕えることを通して
　(2)ヨハネ12:24　　　 犠牲の死によって実を結ぶ(一粒の麦が地に落ちて死ねば豊かな実を結ぶ)
３．教会の使命
　ヨハネ2:1～11　　　　イエス･キリストが主であることを宣べ伝えること
４．神様と同行
　ヨハネ15:1～7　　　　ぶどうの木と枝との関係：とどまっているなら実が結ばれる
５．弟子訓練
　(1)弟子たちと特に強調して教えられた三つのこと(マコ3:13～15)
　　①共におられた　　　　②伝道に遣わされた　　　③悪霊を追い出す権威を授けられた
　(2)弟子たちに望まれたこと
　　①マタイ9:9　　従順「わたしについて来なさい」と言われた
　　②マタイ11:29　謙虚「わたしから学びなさい」と言われた
　　③マタイ19:21　持っている物を捨てることを望まれた
　　④マルコ8:38　 恥じずに従うことを望まれた
　　⑤ルカ9:23　　「自分を捨てて、自分の十字架を背負って」ついて来なさいと言われた
６．伝道者の生き方
　(1)みことばに従う者(イザ40:8、マタ5:17,18、出3:15、ヨシ14:21、ヨハ14:21)
　(2)仕えるしもべ(Ⅱコリ4:5)
　(3)捨てる者(マタ19:29、ルカ14:33、9,23、マコ19:27、18:28)
　(4)遣わされた者
　(5)十字架を負う者
